
崩
壊
し
た
り
、
土
砂
が
流
れ
出
し
た
り
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
注
目
す
べ
き
点

は
、
学
校
の
西
側
の
斜
面
が
、
土
石
流
の
危

険
性
が
あ
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
な
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
九
月
に
は
土
砂

災
害
の
恐
れ
が
あ
る
設
定
で
、
避
難
訓
練
を

行
い
ま
す
。
一
学
期
は
学
級
担
任
の
引
率
に

よ
る
避
難
で
し
た
が
、
教
科
担
任
に
よ
る
引

率
と
、
今
ま
で
と
は
異
な
る
形
態
で
行
う
予

定
で
す
。
四
回
目
と
な
る
三
学
期
の
避
難
訓

練
は
、
休
み
時
間
な
ど
生
徒
が
自
由
に
行
動

す
る
時
間
に
設
定
し
ま
す
。
ど
こ
に
い
て
も
、

自
分
の
身
を
守
る
場
所
を
瞬
時
に
見
つ
け
、

そ
の
後
、
指
示
し
た
場
所
に
落
ち
着
い
て
避

難
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
生
徒
自
身
が
状
況
を
適
切
に
判
断

し
、
主
体
的
に
行
動
で
き
る
力
を
身
に
付
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
山
中
小
学
校
の
体
育
館
脇
で
「
フ

ァ
ー
ス
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
」
を
見
つ

け
ま
し
た
。
市
政
だ
よ
り
等
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
大
規
模
な
地
震
災
害
時
に
、

住
民
主
体
で
避
難
所
を
開
設
す
る
た
め
の

手
順
書
や
資
器
材
が
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ボ
ッ
ク
ス
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
自
助
」
「
共

助
」
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
十
月
二
十
七
日

に
は
、
岡
崎
市
地
域
総
合
防
災
訓
練
が
あ
り
、

学
区
内
の
四
小
学
校
は
住
民
参
加
の
訓
練
会

場
と
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
中
学

生
も
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
防
災
へ

の
意
識
を
よ
り
一
層
高
め
、
い
ざ
と
い
う
時

に
主
体
的
に
行
動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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防
災
意
識
を
高
め
、

  

主
体
的
に
行
動

　

  

で
き
る
生
徒
に

校
務
主
任　

原
林　

久
代

と　う　か　い

東
海
中
新
聞

　

「
不
審
者
役
の
人
が
教
室
に
入
っ
て
来
た

と
き
、
訓
練
だ
と
分
か
っ
て
は
い
た
け
れ
ど
、

と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」
「
一
人
で
歩

い
て
い
る
と
き
に
不
審
者
を
見
か
け
た
ら
、

大
声
で
助
け
を
求
め
た
り
、
人
通
り
の
多
い

道
へ
走
っ
て
逃
げ
た
り
し
よ
う
と
思
い
ま

す
」
こ
れ
は
、
六
月
に
行
わ
れ
た
不
審
者
侵

入
訓
練
後
の
生
徒
の
感
想
で
す
。

　

昨
年
度
の
保
護
者
用
学
校
教
育
ア
ン
ケ
ー

ト
項
目
「
防
災
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
」

で
は
、
「
よ
く
当
て
は
ま
る
」
と
「
や
や
当

て
は
ま
る
」
の
合
計
回
答
率
が
七
割
程
度
と

低
か
っ
た
こ
と
を
鑑
み
、
避
難
訓
練
の
実
施

方
法
や
回
数
に
つ
い
て
再
考
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
本
年
度
は
、
火
災
や
地
震
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
だ
け
で
は
な
く
、
不
審
者
が
校

内
に
侵
入
し
た
と
き
の
対
応
に
つ
い
て
、
生

徒
と
教
職
員
が
学
ぶ
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
室
前
廊
下
に
掲
示
し
て
あ
る

岡
崎
市
の
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見

る
と
、
本
学
区
内
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

や
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て

い
る
場
所
が
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
東
海
学

区
で
す
が
、
大
雨
等
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
が

男子陸上部の小島昊大さんは、全国大会に出場しました。男子100ｍ記録11秒11。
ＮＯ．３９０
令和６年８月号
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東
海
中
P
T
A
だ
よ
り

東
海
中
P
T
A
だ
よ
り

東
海
中
P
T
A
だ
よ
り

　

が
ん
ば
っ
た
市
長
杯

　
　
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
保
護
者

　

試
合
開
始
前
、
円
陣
を
組
み
、
大
き
な
声

が
会
場
に
響
き
ま
し
た
。
卒
業
し
た
先
輩
や

部
の
後
輩
た
ち
が
陣
取
っ
た
応
援
席
に
も
気

合
い
が
入
り
ま
し
た
。

　

い
い
と
こ
ろ
ま
で
攻
め
て
も
、
な
か
な
か

シ
ュ
ー
ト
に
結
び
つ
か
な
い
。
そ
ん
な
中
、

ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
放
っ
た
シ
ュ
ー
ト
が
見

事
ゴ
ー
ル
。

　

中
盤
に
な
り
、
少
し
疲
れ
が
見
え
て
き
て

も
、
本
日
最
大
の
声
援
に
押
さ
れ
、
そ
の
瞬

間
に
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ボ
ー
ル

の
主
導
権
を
握
る
た
び
に
、「
サ
イ
コ
ー　

」

の
声
。
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
が
決
ま
り
、
そ
の
後

も
す
か
さ
ず
追
加
点
。
ベ
ン
チ
と
応
援
席
か

ら
、
一
致
団
結
し
た
声
援
が
同
時
に
飛
び
、

選
手
を
後
押
し
し
ま
し
た
。

　

終
了
間
際
に
気
迫
の
追
加
点
を
決
め
る
も
、

残
念
な
が
ら
敗
退
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
三
年
生

最
後
の
試
合
を
終
え
た
充

実
感
が
伝
わ
る
試
合
と
な

り
ま
し
た
。
一
・
二
年
生

の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

暑
い
夏
の
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
陸
上
部
保
護
者

　

熱
中
症
予
防
対
策
で
開
始
時
刻
が
前
倒
し

に
な
り
、
学
校
集
合
時
間
は
、
五
時
十
五
分
。

そ
れ
で
も
暑
く
な
り
す
ぎ
た
ら
一
旦
中
断
し

気
温
が
下
が
っ
て
か
ら
再
開
す
る
と
聞
い
て
、

ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
っ
て
い
た
大
会
で
し

た
が
、
無
事
に
予
定
通
り
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

龍
北
陸
上
競
技

場
の
ス
タ
ン
ド
に

は
暑
い
中
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
親
御

さ
ん
の
応
援
で
いっ

ぱ
い
で
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
今
ま

で
の
成
果
を
結
果

に
残
そ
う
と
し
て
、

輝
い
て
や
り
切
っ
た
顔
。
自
分
の
子
ど
も
が

走
っ
て
い
な
く
て
も
、
そ
ん
な
姿
を
見
て
胸

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
心
に
残
る
素
晴
ら
し

い
大
会
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
で
す
。

　

素
敵
な
仲
間
、
先
生
方
に
恵
ま
れ
て
最
後

ま
で
陸
上
部
を
楽
し
む
姿
を
応
援
で
き
て
幸

せ
で
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
を
聴
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
年
生
保
護
者

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
に
な
る
と
子
育
て
に
関
す
る

講
演
を
聴
く
機
会
が
多
く
与
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
な
か
で
も
私
の
心
に
深
く
刺
さ
っ
た
内

容
を
今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

「
親
御
さ
ん
ご
自
身
の
理
想
が
い
つ
の
ま
に

か
、
お
子
さ
ん
へ
の
要
望
に
置
き
換
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
」
例
え
ば
「
英
語
を
話
せ
る

人
間
に
な
っ
た
方
が
絶
対
に
良
い
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
、
幼
い
頃
か
ら
英
語
塾
に
通
わ
せ

る
も
の
の
、
実
は
そ
れ
、
親
御
さ
ん
ご
自
身

が「
英
語
を
話
せ
る
技
術
を
身
に
付
け
た
い
」

と
思
っ
て
い
て
、
そ
の
思
い
を
我
が
子
に
ぶ

つ
け
て
い
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
瞬
間
す
ぐ
に
「
あ
、
そ
れ

私
の
事
だ
」
と
気
付
き
ま
し
た
。
我
が
子
の

将
来
の
為
だ
と
思
い
込
み
、
そ
れ
が
正
義
だ

と
振
り
か
ざ
す
様
は
、
滑
稽
に
も
思
え
て
き

ま
し
た
。

　

我
が
子
の
幸
せ
を
願
わ
な
い
親
は
居
な
い

は
ず
で
す
が
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
自
身
の
エ

ゴ
の
押
し
つ
け
に
も
成
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

『
過
保
護
』
『
過
干
渉
』
『
無
関
心
』
こ

れ
ら
相
互
の
線
引
き
は
非
常
に
難
し
い
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
が
子
育
て
の
興

味
深
い
（
面
白
い
）
と
こ
ろ
で
あ
る
と
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
捉
え
、
こ
れ
か
ら
の
子
育
て
に
役

立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
宿
学
区
に
は
、
幼
少
期
の
徳
川
家
康

（
竹
千
代
）
が
読
み
書
き
を
習
っ
た
由
緒
あ

る
お
寺
、
「
法
蔵
寺
」
が
あ
り
ま
す
。
江
戸

時
代
に
は
、
東
海
道
沿
い
の
こ
の
寺
の
前
を

馬
に
乗
っ
て
通
る
旅
人
は
必
ず
下
馬
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

法
蔵
寺
は
松
平
家
の
菩
提
寺
で
も
あ
り
、
境

内
に
は
竹
千
代
草
紙
か
け
松
や
手
習
い
の
硯

井
戸
な
ど
、
家
康
ゆ
か
り
の
品
々
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
選
組
局
長
の
近
藤
勇

の
首
塚
も
祀
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

歴
史
的
な
背
景
を
感
じ
な
が
ら
、
ぜ
ひ
一

度
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

 

 

市
長
杯
観
戦
記

本
宿
学
区
紹
介

【近藤勇の首塚】

【法蔵寺】

‼
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【
愛
知
県
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
卯
月
杯
】

◆
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

　

優
勝　
　

30
／
18
ｍ
部
門　

北
岡　

夏
姫

　

第
二
位　

30
／
18
ｍ
部
門　

太
田
奈
津
美

　

第
三
位　

30
／
18
ｍ
部
門　

中
田　

旺
見

【
A
L
L
J
A
P
A
N
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
F
E
S
2
0
2
4
】

◆
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
中
学
女
子

　

優
勝　
　

30
／
18
ｍ
部
門　

太
田
奈
津
美

　

第
二
位　

30
／
18
ｍ
部
門　

北
岡　

夏
姫

　

第
三
位　

30
／
18
ｍ
部
門　

内
山　

未
久

◆
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
中
学
男
子

　

第
二
位　

30
／
18
ｍ
部
門　

中
田　

旺
見

　

第
三
位　

30
／
18
ｍ
部
門　

熊
田　

晴
夫

【
愛
知
県
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
水
無
月
杯
】

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

　

優
勝　
　

18
ｍ
部
門　
　
　

河
原　

未
琴

【
岡
崎
市
中
学
校
市
長
杯
総
合
体
育
大
会
】

団
体
の
部

◆
野
球
部　
　

　
　
　
　

対
幸
田
南
部
中　

一
ー
五　

惜
敗

◆
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　

対
岡
崎
北
中　
　

〇
ー
二　

惜
敗

◆
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　

対
福
岡
中　
　
　

二
ー
一　

勝
利

　
　
　
　

対
竜
南
中　
　
　

二
ー
〇　

勝
利

　
　
　
　

対
翔
南
中　
　
　

〇
ー
二　

惜
敗

　
　
　
　

対
矢
作
中　
　
　

一
ー
二　

惜
敗

　
　
　
　

第
三
位　
　

西
三
大
会
出
場
決
定

◆
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　

対
幸
田
北
部
中　

二
八
ー
三
七　

惜
敗

◆
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
　
　

対
竜
南
中　
　

二
六
ー
五
一　

惜
敗

◆
卓
球
部

　
　
　
　

対
六
ツ
美
北
中　

〇
ー
三　

惜
敗

　
　
　
　

対
矢
作
北
中　
　

〇
ー
三　

惜
敗

　
　
　
　

対
幸
田
中　
　
　

〇
ー
三　

惜
敗

　
　
　
　

対
六
ツ
美
中　
　

〇
ー
三　

惜
敗

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　
　
　
　

対
竜
南
中　
　
　

二
ー
一　

勝
利

　
　
　
　

対
甲
山
中　
　
　

一
ー
二　

惜
敗

◆
男
子
剣
道
部

　
　
　
　

対
六
ツ
美
北
中　

〇
ー
四　

惜
敗

　
　
　
　

対
幸
田
南
部
中　

〇
ー
四　

惜
敗

　
　
　
　

対
矢
作
北
中　
　

一
ー
三　

惜
敗

◆
女
子
剣
道
部

　
　
　
　

対
額
田
中　
　
　

一
ー
二　

惜
敗

　
　
　
　

対
甲
山
中　
　
　

二
ー
二　

勝
利

　
　
　
　
　

※

本
数
差
で
勝
利

　
　
　
　

対
竜
海
中　
　
　

〇
ー
二　

惜
敗

　
﹇
九
位
決
定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
﹈

　
　
　
　

対
幸
田
中　
　
　

二
ー
一　

勝
利

　
　
　
　

対
幸
田
南
部
中　

二
ー
三　

惜
敗

個
人
の
部

◆
男
子
陸
上
部

　

優
勝
＆
大
会
新
記
録

　
　
　
　
　

一
〇
〇
ｍ　
　
　

小
島　

昊
大

◆
男
子
水
泳

　

優
勝
＆
大
会
新
記
録

　
　
　
　
　

四
〇
〇
ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山　

新
太

　

第
二
位　

二
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

湊
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
三
大
会
出
場
決
定

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

ベ
ス
ト
８　
　
　
　
　
　
　

森　
　

麻
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井　

悠
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
三
大
会
出
場
決
定

【
西
三
河
中
学
校
選
手
権
大
会
】

　

団
体
の
部

◆
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
　
　
　

対
崇
化
館
中　
　
　

二
ー
〇
勝
利

　
　
　
　

対
安
城
北
中　
　
　

〇
ー
二
惜
敗

個
人
の
部

◆
男
子
水
泳　

　

第
三
位　

二
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山　

新
太

　

第
二
位　

四
〇
〇
ｍ
自
由
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山　

新
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
大
会
出
場
決
定

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

ベ
ス
ト
８　
　
　
　
　
　
　

森　
　

麻
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井　

悠
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
大
会
出
場
決
定

◆
男
子
陸
上
部　

　

優
勝　
　

三
年
一
〇
〇
ｍ　

小
島　

昊
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
大
会
出
場
決
定

　

第
七
位　

走
高
跳　
　
　
　

鈴
木　

海
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
大
会
出
場
決
定

【
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会
西
三
河
予
選
会
】

　

優
勝　

男
子　

二
〇
〇
ｍ　

小
島　

昊
大

　

優
勝　

三
年　

一
〇
〇
ｍ　

小
島　

昊
大

【
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
愛
知
県
大
会
】

　

優
勝
＆
大
会
新
記
録

　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
ｍ　

小
島　

昊
大

　
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
出
場
権
獲
得

　

第
五
位　

男
子
一
〇
〇
ｍ　

小
島　

昊
大

【
愛
知
県
中
学
校
陸
上
総
合
体
育
大
会
】

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

ベ
ス
ト
３２　
　
　
　
　
　
　

森　
　

麻
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
井　

悠
我

◆
男
子
水
泳　

　

第
三
位　
　
一
五
〇
〇
ｍ
自
由
形　

中
山　

新
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
海
大
会
出
場
決
定

◆
男
子
陸
上
部

　

第
三
位　
　

一
〇
〇
ｍ　
　

小
島　

昊
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
海
大
会
出
場
決
定

【
東
海
中
学
校
陸
上
総
合
体
育
大
会
】

◆
男
子
陸
上
部　

決
勝　

　

第
四
位　
　

一
〇
〇
ｍ　
　

小
島　

昊
大

　

全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
出
場
権
獲
得

◆
男
子
水
泳

　

第
五
位　
　
一
五
〇
〇
ｍ
自
由
形　

中
山　

新
太

【
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
】

◆
男
子
陸
上
部　

予
選

　

出
場　
　

一
〇
〇
ｍ　
　
　

小
島　

昊
大

【
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　

西
三
河
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
】

　

金
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹
奏
楽
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
大
会
出
場
決
定

【
愛
知
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

西
三
河
北
地
区
大
会
】

　

金
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹
奏
楽
部

【
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛
知
県
大
会
】

　

銀
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹
奏
楽
部

【
愛
知
県
野
生
生
物
保
護
実
績
発
表
大
会
】

　

愛
知
県
獣
医
師
会
賞

　

発
表
テ
ー
マ　

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
襷
」

　

〜
希
少
生
物
と
共
に
生
き
る
地
域
の
未
来
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
然
科
学
部

 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

各
種
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
結
果
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教
育
講
演
会

不
審
者
侵
入
訓
練

　

悔
し
さ
が
残
る
全
国
大
会

　
　
　
　
　
男
子
陸
上
部
　
小
島
　
昊
大

　

八
月
十
九
日
に
全
国
大
会
が
福
井
県
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
男
子
百
メ
ー
ト
ル
に

出
場
し
ま
し
た
。
前
日
と
当
日
の
ア
ッ
プ
で

は
、
今
ま
で
で
一
番
い
い
感
覚
で
、
本
当
に

優
勝
が
狙
え
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
い
ざ
予
選
を
走
っ
て
み
る
と
、
ス

タ
ー
ト
か
ら
出
遅
れ
、
自
分
の
思
う
よ
う
な

走
り
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
果
は
、
予

選
落
ち
。
友
達
や
先
生
、
家
族
か
ら
の
励
ま

し
か
ら
、
思
わ
ず
涙
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
悔
し
さ
と
み
ん
な
か
ら
も
ら
っ
た
励

ま
し
と
応
援
を
忘
れ
ず
、
ま
た
一
か
ら
陸
上

を
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
応
援
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

東
海
大
会
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　
男
子
水
泳
　
中
山
　
新
太

　
「
中
学
二
年
生
で
東
海
大
会
出
場
！
」

　

こ
れ
は
、
私
が
中
学
校
に
入
学
し
た
と
き

の
目
標
で
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
静
岡
県
の
代
表
選
手
と
競

り
合
い
、
途
中
苦
し
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
最
後
ま
で
全
力
で
泳
ぎ
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
結
果
、
東
海
大
会
入
賞
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
応
援
し
て
下

さ
っ
た
先
生
方
を
は
じ

め
、
友
人
、
家
族
の
お

か
げ
で
す
。
来
年
は
全

国
大
会
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
。

　

発
表
に
参
加
し
て

　
　
　
自
然
科
学
部
部
長
　
梅
村
　
優
希
　

　

私
達
自
然
科
学
部
は
、
愛
知
県
野
生

生
物
保
護
実
績
発
表
大
会
に
参
加
し
、
日

ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
専
門
家
の
方
々
の

前
で
発
表
す
る
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
ま
で
毎
日
、
全
員
で
発
表
練
習

を
続
け
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
改
善
点
を
話

し
合
い
な
が
ら
、
納
得
で
き
る
発
表
に
な
る

よ
う
に
努
力
を
し
ま
し
た
。

　

発
表
大
会
の
経
験

を
活
か
し
、
今
後
も

カ
ワ
バ
タ
モ
ロ
コ
た

ち
を
守
り
な
が
ら
、

さ
ら
に
地
域
の
自
然

環
境
を
守
る
活
動
に

励
ん
で
い
き
ま
す
。

　

六
月
二
十
日
、
不
審
者
侵
入
避
難
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
岡
崎
警
察
署
の
警
察
官
、
岡

崎
市
防
犯
交
通
安
全
課
の
方
に
来
て
い
た
だ

き
、
不
審
者
に
遭
遇
し
た
と
き
、
自
分
の
身

を
守
る
た
め
に
は
ど
う

行
動
す
べ
き
か
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
教
職
員
に
対
し

て
は
、
生
徒
が
安
全
に

避
難
す
る
た
め
の
方
法

や
不
審
者
へ
の
対
応
の

仕
方
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
六
日
、
い
の
ち
を
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
す
る
会
代
表
の
鈴
木
中
人
さ
ん
を
お
招
き

し
、
「
い
の
ち
の
授
業
〜
い
の
ち
の
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
〜
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
自
身
の
体
験
を
も
と
に
、
命
の

尊
さ
に
つ
い
て
熱
い

思
い
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
話
を

聞
き
な
が
ら
、
涙
を

流
す
生
徒
も
お
り
、

命
に
つ
い
て
考
え
る

大
切
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　　

一
人
一
人
の
物
語

　
　
　
　
　
　
体
育
主
任
　
青
木
　
佑
吏　

　

八
月
十
二
日
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
閉

幕
し
た
。
選
手
た
ち
は
、
全
力
プ
レ
ー
と
最

後
ま
で
諦
め
な
い
姿
勢
で
、
私
た
ち
に
感
動

を
与
え
て
く
れ
た
。
テ
レ
ビ
で
観
る
試
合
の

姿
は
、
数
時
間
、
数
分
だ
が
、
そ
の
一
瞬
に

彼
ら
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
す
べ
て
詰
ま
っ

て
い
る
と
思
う
と
、
胸
が
熱
く
な
る
。

　

先
日
の
全
国
大
会
を
も
っ
て
、
東
海
中
生

の
夏
が
終
わ
っ
た
。上
位
の
大
会
・
コ
ン
ク
ー

ル
に
進
ん
だ
生
徒
も
い
れ
ば
、
市
内
大
会
の

一
回
戦
で
敗
退
し
た
生
徒
も
い
る
。
だ
が
、

そ
の
一
人
一
人
に
語
り
つ
く
せ
ぬ
物
語
が
あ

る
。
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
入
部
し

た
日
。
先
輩
の
背
中
を
追
っ
て
、
が
む
し
ゃ

ら
に
走
っ
た
あ
の
日
。何
度
練
習
し
て
も
、う
ま

く
い
か
ず
に
投
げ
出
し
た
く
な
っ
た
日
。

す
べ
て
を
乗
り
越
え
て
、
最
後
の
試
合
や
コ

ン
ク
ー
ル
の
舞
台
に
立
つ
生
徒
た
ち
は
、
私

に
と
っ
て
は
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
り
、
ど
の
生
徒

も
た
く
ま
し
く
見
え
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結

果
の
栄
光
も
、
悔
し
涙
も
、
す
べ
て
が
美
し

く
輝
い
て
い
た
。

　

今
日
も
、
運
動
場
や
体
育
館
、
校
舎
内
に

は
生
徒
の
声
が
響
い
て
い
る
。
一
人
一
人
の

物
語
の
一
ペ
ー
ジ
に
、
今
日
と
い
う
日
も
刻

ま
れ
て
い
く
。
生
徒
た
ち
は
、
今
日
も
私
に

教
え
て
く
れ
る
。
一
生
懸
命
頑
張
る
こ
と
が

ど
れ
ほ
ど
素
敵
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
。

教
育
随
想

教
育
随
想

や
ま
な
み

や
ま
な
み

 

大
会
を
終
え
て
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